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第 1節 先行研究及び高等学校学習指導要領(平成 30 年告示)の検討 
（１）先行研究の考察 
 平成 10（1998）年 9 月 21 日の中央教育審議会答申「今後の地方教育行政の在り方につ
いて」において、「教育行政における国・都道府県及び市町村の役割分担の見直し」「学校
や地方公共団体の裁量権の拡大」「教育課程の基準の大綱化・弾力化」が勧告された。ま






















（２）高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）を踏まえた方向性 


































生徒構成は、全学年 5 クラス、定員 200 人の中規模校であり、定員の 15％は高校特色化
推進のため導入された特色類型の教育コミュニケーション類型の生徒である。平成 31 年 4






































































































対象：平成 25 年度卒業～平成 30 年度卒業（6 学年） 
「キャリア教育」は将来に向けての教育であるので、体験直後の生徒が得た学びだけをもって成果とは
しにくい。そこで、インターンシップ 12 を経験した卒業生が、どのような人材として生活しているのか、
という関心をもとに令和元年 10 月～11 月に「人として大切にしている価値・資質・能力調査」を実施し
た。 
回答数：32（女性 31 男性 1）（普通科 54％ 特色類型 46％） 
回答者の現況：社会人 24.2％、大学生 36.4％、短期大学生 18.2％、専門学校生 12.1％、フリーター6.1％、
その他 3％ 
回答者が就いている職種（フリーター含む）： 























った教育活動は「入試や就職試験（27 人）」「宿泊を伴う活動（26 人）」「部活動（25 人）」
「インターンシップ（23 人）」「ホームルームでの話合い（22 人）」「体育祭（20 人）」「大学・
短期大学との連携授業（説明会含む）（20 人）」である。「人として大切にしている資質」を
大切だと考えるきっかけとなった教育活動は「部活動（24 人）」「ホームルームでの話し合
















 平成 30 年度の学校評価アンケートの保護者回答から、保護者が研究校を評価している点、
求めている点について検討する。 
 学校評価の質問は「学校運営」「教育課程」「課題教育」の 3 つの領域についてそれぞれ 3





習慣化が図られた（保護者 2.6）」の 2 項目であった。また、保護者の記述回答では、「情報







 次に保護者の聞き取り調査について検討する。平成 30 年度卒業式に出席した保護者に聞
き取り調査を行った。質問内容は「この学校に入学させて良かった点」と「この学校にもっ































         究理継学→他人に依存することなく、自分の学びに向かう 
         創造雄飛→自分自身を振り返り、よりよい社会の発展を考える 
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